
知っていますか？知っていますか？

遺伝子組換え表示制度遺伝子組換え表示制度

遺伝子組換え表示制度には、義務表示と任意表示があります。
任意表示は 2023年４月１日から新しい制度になります。
なお、義務表示は現行制度からの変更はありません。

　遺伝子組換え食品とは、別の生物の細胞から取り出した有用な性質を持つ遺伝子を、
その性質を持たせたい植物等の細胞の遺伝子に組み込み、新しい性質を持たせる技術
を用いて開発された作物及びこれを原材料とする加工食品です。
　国内で流通している遺伝子組換え作物は、食品衛生法（昭和 22年法律第 233 号）に基づく
安全性審査を経ています。

Q1　改正食品表示基準の施行まで期間が空くのは
なぜですか。

A1　 改正後の食品表示基準は 2023 年４月１日に施
行されますが、それまでの間が表示切替えのための準
備期間になります。
　改正食品表示基準の施行前においても、分別生産流
通管理をして、意図せざる混入を５％以下に抑えてい
る大豆及びとうもろこし並びにそれらを原材料とする
加工食品に適切に分別生産流通管理された旨を表示す
ることができますので、消費者への正確な情報提供の
ため、事業者におかれましては、表示の早期切替えを
お願いします。

Q４　適切に分別生産流通管理された旨を表示したい
のですが、どのように表現したらよいでしょうか。
例えば、「遺伝子組換え大豆の混入が５％以下にな

るように管理しています。」という表示はできますか。

A４　遺伝子組換え農産物と非遺伝子組換え農産物を
分けて生産、流通及び製造加工の各段階で管理を行っ
ていることが分かるように表示する必要があります。
「分別生産流通管理」の代わりに、「IP ハンドリング」、
「IP 管理」という表現も使用することができます。
　このとき、遺伝子組換え農産物の意図せざる混入の
割合について、表示の読み手の主観によって左右され
るような表現（例えば、「遺伝子組換え大豆はほぼ含
まれていません。」、「遺伝子組換えトウモロコシの混
入をできる限り抑えています。」等）は避けるべきと
考えます。
　例に挙げている表示のように、遺伝子組換え農産物
の具体的な混入率等を合わせて表示することは可能で
すが、事業者は表示と商品に矛盾がないように注意し
てください。

Q５　「遺伝子組換えでない」と表示するための条件
を教えてください。

A５　適切に分別生産流通管理を実施し、遺伝子組換
え農産物の混入がないことを確認した非遺伝子組換え
農産物及びこれを原材料とする加工食品には、「遺伝
子組換えでない」と表示することができます。
遺伝子組換え農産物の混入がないことの確認方法とし
ては、第三者分析機関等による分析※6のほか、以下を
証明する書類等を備えておくことなどが考えられます。
　①　生産地で遺伝子組換えの混入がないことを確認

した農産物を専用コンテナ等に詰めて輸送し、
製造者の下で初めて開封していること

　②　国産品※7又は遺伝子組換え農産物の非商業栽
培国で栽培されたものであり、生産、流通過程
で、遺伝子組換え農産物の栽培国からの輸入品
と混ざらないことを確認していること

　③　生産、流通過程で、各事業者において遺伝子組
換え農産物が含まれていないことが証明されて
おり、その旨が記載された分別生産流通管理証
明書を用いて取引を行っている場合

　なお、行政の行う科学的検証及び社会的検証の結果
において、原材料に遺伝子組換え農産物が含まれてい
ることが確認された場合には、不適正な表示となります。

※6　遺伝子組換え農産物の混入がないことを確認す
るための公定検査法は、現在開発中です。

※7　現在、日本において食用として使用することを目的
とした遺伝子組換え作物の商業栽培はありません。

Q２　改正後の食品表示基準が施行されたら、それま
でに製造した在庫は処分しなければならないのでしょ
うか。

A２　改正後の食品表示基準の施行前に現行制度に基
づいた表示をした食品（例えば、倉庫にある商品在庫）
については、施行後も販売することができます。
　ただし、施行後に古い「遺伝子組換えでない」の表
示（＝意図せざる混入が５％まで許容）が流通するこ
とは消費者の正しい選択を誤らせるおそれがあります
ので、事業者はできる限り施行前までに改正後の食品
表示基準に即した表示への切替えをお願いします。

Q３　改正後の食品表示基準の施行前に作った包材を
引き続き使うことはできますか。

A３　改正後の食品表示基準の施行後に使用する容器
包装には、改正後の食品表示基準に即した表示をする
必要があります。
例えば、適切に分別生産流通管理を行っているが、

遺伝子組換え農産物の意図せざる混入がないことまで
は担保できない農産物を使用する場合は、適切に分別
生産流通管理された旨の表示をしてください。

消費者庁食品表示企画課
東京都千代田区霞が関 3-1-1
中央合同庁舎第 4号館 6階
03-3507-8800（大代表）

Q1

A1

Q4

A4

Q5

A5

Q2

A2

Q3

A3

新たな任意表示制度に関する Q & A新たな任意表示制度に関する Q & A

遺伝子組換え表示

ー消費者が正しく理解できる情報発信を目指してー

D
A
TE

Pr
oo
fre
ad
in
g

４
　
稿

A
pp
lic
at
io
ns

TY
PE

20
19
/0
4/
15

EP
S

Ill
us

tr
at

or
 C

S
.6

Pr
oc
es
s
消
費
者
庁
　
遺
伝
子
組
換
え
表
示
制
度
　
表
面



義務表示制度

義務対象※2
現行制度

表示方法

１ 豆腐・油揚げ類、２ 凍り豆腐、おから及びゆば、３ 納豆、４ 豆乳類、５みそ、６ 大豆煮豆、７ 大豆缶
詰及び大豆瓶詰、８ きなこ、９ 大豆いり豆、10 １から９までに掲げるものを主な原材料とするもの、
11 調理用の大豆を主な原材料とするもの、12 大豆粉を主な原材料とするもの、13 大豆たんぱくを主な原
材料とするもの、14 枝豆を主な原材料とするもの、15 大豆もやしを主な原材料とするもの

１ コーンスナック菓子、２ コーンスターチ、３ ポップコーン、４ 冷凍とうもろこし、５ とうもろこし缶
詰及びとうもろこし瓶詰、６ コーンフラワーを主な原材料とするもの、７ コーングリッツを主な原材料と
するもの（コーンフレークを除く。）、８ 調理用のとうもろこしを主な原材料とするもの、９ １から５まで
に掲げるものを主な原材料とするもの

１ ポテトスナック菓子、２ 乾燥ばれいしょ、３ 冷凍ばれいしょ、４ ばれいしょでん粉、５ 調理用のばれ
いしょを主な原材料とするもの、６ １から４までに掲げるものを主な原材料とするもの

アルファルファを主な原材料とするもの

調理用のてん菜を主な原材料とするもの

パパイヤを主な原材料とするもの

義務表示制度
遺伝子組換え表示制度は、食品表示基準※1（平成27年内閣府令第10号）に
定められています。 ※１　食品表示法（平成25年法律第70号）に基づく内閣府令

任意表示制度任意表示制度
遺伝子組換えに関する任意表示制度について、情報が正確に伝わるように
改正されます。改正後の食品表示基準は2023年４月１日に施行されます。

安全性審査を経て流通が認められた８農産物及びそれを原材料とした33加工食品群※3
※2　従来のものと組成、栄養価等が同等のもの

（食品表示基準　別表第17）

対象農産物

大　豆
（枝豆及び大豆もやしを含む。）

とうもろこし

ばれいしょ

なたね

綿　実

アルファルファ

てん菜

パパイヤ

加工食品※4

※3　組換えDNA等が残存し、科学的検証が可能と判断された品目

※４　表示義務の対象となるのは主な原材料（原材料の重量に占める割合の高い原材料の上位３位までのもので、かつ、
　　　原材料及び添加物の重量に占める割合が５％以上であるもの）

＜表示例＞「大豆（遺伝子組換え）」　等

★　しょうゆや植物油などは、最新の技術に
よっても組換え DNA 等が検出できないた
め、表示義務はありませんが、任意で表示
をすることは可能です。この場合は、義務
対象品目と同じ表示ルールに従って表示し
てください。

「不分別」という言葉では消費者に分かりにく
いとの指摘もあります。パッケージに余白が
ある場合は、「遺伝子組換え不分別」の意味に
ついて説明文を付記することが消費者の正し
い理解につながります。

分別生産流通管理をして遺伝子組換え
農産物を区別している場合及びそれを
加工食品の原材料とした場合

分別生産流通管理が行われた遺伝子組
換え農産物である旨を表示

「遺伝子組換えでないものを分別」
「遺伝子組換えでない」
　　　　　　　　等の表示が可能

適切に分別生産流通管理された旨の
表示が可能
＜表示例※5＞
「原材料に使用しているトウモロコシは、
遺伝子組換えの混入を防ぐため分別生産流通管理を
行っています」
「大豆（分別生産流通管理済み）」　等

＜表示例＞「大豆（遺伝子組換え不分別）」　等

遺伝子組換え農産物と非遺伝子組換え
農産物が分別されていない旨を表示

分別生産流通管理をせず、遺伝子組換
え農産物及び非遺伝子組換え農産物を
区別していない場合及びそれを加工食
品の原材料とした場合
分別生産流通管理をしたが、遺伝子組
換え農産物の意図せざる混入が５％を
超えていた場合及びそれを加工食品の
原材料とした場合

分別生産流通管理をして、意図せざる
混入を５％以下に抑えている大豆及び
とうもろこし並びにそれらを原材料と
する加工食品

施行前でもこの表示は可能です。
表示の早期切替えに御協力ください。

「遺伝子組換えでない」
「非遺伝子組換え」
　　　　　　　　等の表示が可能

分別生産流通管理をして、遺伝子組換
えの混入がないと認められる大豆及び
とうもろこし並びにそれらを原材料と
する加工食品

使用した原材料に応じて２つの表現に分けることにより、
消費者の誤認防止や消費者の選択の機会の拡大につながります。

新制度
分別生産流通管理をして、意図せざる
混入を５％以下に抑えている大豆及び
とうもろこし並びにそれらを原材料と
する加工食品

キーワード：「分別生産流通管理」

分別生産流通管理（IP ハンドリング）とは、遺伝子組換え農産物と非遺伝子組換え農産物を生産、流通及び加工の
各段階で善良なる管理者の注意をもって分別管理し、それが書類により証明されていることをいいます。

★　大豆及びとうもろこし以外の対象農産物については、意図せざる混入率の定めはありません。それらを原材料と
する加工食品に「遺伝子組換えでない」と表示する場合は、遺伝子組換え農産物の混入が認められないことが条件
になります。

※５　遺伝子組換え農産物の具体的な混入率等を
併せて表示することは可能ですが、表示と
商品に矛盾がないように注意してください。
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知っていますか？知っていますか？

遺伝子組換え表示制度遺伝子組換え表示制度
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任意表示は 2023年４月１日から新しい制度になります。
なお、義務表示は現行制度からの変更はありません。

　遺伝子組換え食品とは、別の生物の細胞から取り出した有用な性質を持つ遺伝子を、
その性質を持たせたい植物等の細胞の遺伝子に組み込み、新しい性質を持たせる技術
を用いて開発された作物及びこれを原材料とする加工食品です。
　国内で流通している遺伝子組換え作物は、食品衛生法（昭和 22年法律第 233 号）に基づく
安全性審査を経ています。

Q1　改正食品表示基準の施行まで期間が空くのは
なぜですか。

A1　 改正後の食品表示基準は 2023 年４月１日に施
行されますが、それまでの間が表示切替えのための準
備期間になります。
　改正食品表示基準の施行前においても、分別生産流
通管理をして、意図せざる混入を５％以下に抑えてい
る大豆及びとうもろこし並びにそれらを原材料とする
加工食品に適切に分別生産流通管理された旨を表示す
ることができますので、消費者への正確な情報提供の
ため、事業者におかれましては、表示の早期切替えを
お願いします。

Q４　適切に分別生産流通管理された旨を表示したい
のですが、どのように表現したらよいでしょうか。
　例えば、「遺伝子組換え大豆の混入が５％以下にな
るように管理しています。」という表示はできますか。

A４　遺伝子組換え農産物と非遺伝子組換え農産物を
分けて生産、流通及び製造加工の各段階で管理を行っ
ていることが分かるように表示する必要があります。
「分別生産流通管理」の代わりに、「IP ハンドリング」、
「IP 管理」という表現も使用することができます。
　このとき、遺伝子組換え農産物の意図せざる混入の
割合について、表示の読み手の主観によって左右され
るような表現（例えば、「遺伝子組換え大豆はほぼ含
まれていません。」、「遺伝子組換えトウモロコシの混
入をできる限り抑えています。」等）は避けるべきと
考えます。
　例に挙げている表示のように、遺伝子組換え農産物
の具体的な混入率等を合わせて表示することは可能で
すが、事業者は表示と商品に矛盾がないように注意し
てください。

Q５　「遺伝子組換えでない」と表示するための条件
を教えてください。

A５　適切に分別生産流通管理を実施し、遺伝子組換
え農産物の混入がないことを確認した非遺伝子組換え
農産物及びこれを原材料とする加工食品には、「遺伝
子組換えでない」と表示することができます。
　遺伝子組換え農産物の混入がないことの確認方法とし
ては、第三者分析機関等による分析※6のほか、以下を
証明する書類等を備えておくことなどが考えられます。
① 生産地で遺伝子組換えの混入がないことを確認
した農産物を専用コンテナ等に詰めて輸送し、
製造者の下で初めて開封していること

② 国産品※7又は遺伝子組換え農産物の非商業栽
培国で栽培されたものであり、生産、流通過程
で、遺伝子組換え農産物の栽培国からの輸入品
と混ざらないことを確認していること

③ 生産、流通過程で、各事業者において遺伝子組
換え農産物が含まれていないことが証明されて
おり、その旨が記載された分別生産流通管理証
明書を用いて取引を行っている場合

　なお、行政の行う科学的検証及び社会的検証の結果
において、原材料に遺伝子組換え農産物が含まれてい
ることが確認された場合には、不適正な表示となります。

※6　遺伝子組換え農産物の混入がないことを確認す
るための公定検査法は、現在開発中です。

※7　現在、日本において食用として使用することを目的
とした遺伝子組換え作物の商業栽培はありません。

Q２　改正後の食品表示基準が施行されたら、それま
でに製造した在庫は処分しなければならないのでしょ
うか。

A２　改正後の食品表示基準の施行前に現行制度に基
づいた表示をした食品（例えば、倉庫にある商品在庫）
については、施行後も販売することができます。
　ただし、施行後に古い「遺伝子組換えでない」の表
示（＝意図せざる混入が５％まで許容）が流通するこ
とは消費者の正しい選択を誤らせるおそれがあります
ので、事業者はできる限り施行前までに改正後の食品
表示基準に即した表示への切替えをお願いします。

Q３　改正後の食品表示基準の施行前に作った包材を
引き続き使うことはできますか。

A３　改正後の食品表示基準の施行後に使用する容器
包装には、改正後の食品表示基準に即した表示をする
必要があります。
　例えば、適切に分別生産流通管理を行っているが、
遺伝子組換え農産物の意図せざる混入がないことまで
は担保できない農産物を使用する場合は、適切に分別
生産流通管理された旨の表示をしてください。
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https://form.caa.go.jp/input.php?select=1075 

消費者庁食品表示企画課
東京都千代田区霞が関3-1-1
中央合同庁舎第4号館6階

03-3507-8800（大代表）
食 品 表 示 に 関 す る
お問い合わせ受付フォーム




